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視 点 今 家政学系大学は　8

新潟大学教育人間科学部における家政教育

五十嵐 由利子

新潟大学は,新 潟市西部の五十嵐キャンパスに本部

と7学 部,新 潟市中心部の旭町キャンパスに医学部と

歯学部があり,教 育人間科学部のある五十嵐キャンパ

スは日本海と佐渡島を見渡せる砂丘に立地しています.

!998年 に教育学部が改組され教育人間科学部と名

称変更となりましたが,教 育学部は1949年 の新潟大

学発足時に設置され,新 潟市,長 岡市,高 田市(現 上

越市)の3地 区にそれぞれ特色を持った分校が置かれ

ました.そ の背景には,新 潟大学の母体となった各学

校の影響がありますが,昭 和56年 に五十嵐キャンパ

スに学部統合されました.な お,母 体となった各学校

は,新 潟第一師範学校(新 潟),新 潟第一師範学校女

子部(長 岡),新 潟青年師範学校(新 発田),新 潟第二

師範学校(高 田),新 潟高等学校,新 潟医科大学,長

岡工業専門学校,新 潟県立農林専門学校でした.

家政教育は新潟第一師範学校女子部のあった長岡分

校において中心的に行われ,小 中学校教員養成の課程

以外に家政学科(1960年 家政科に名称変更)が1967

年まで置かれていました.こ のような状況で教育研究

が行われ,学 部統合まで栄養士の資格取得も可能でし

たので,卒 業生には高等学校教員が多 く,家 政学研究

者や料理学校 ・調理師学校を経営 している人も複数い

るという特徴を持っています.ま た,1993年 より二

級建築士の受験資格(実 務3年)が 得られるようにな

り,建 築関連の会社に就職する者 も増えてきました.

現在の教育人間科学部の構成は図1の 通りで,家 政

関係は学校教育課程 ・家庭科教育専修と生活環境科学

課程.生 活科学コースです.家 庭科教員は7名 で,家

庭科教育専修と生活科学コースの学生指導に全員で協

力して担当しています.現 教員構成は,食 物学と被服

学が2名,家 庭科教育,家 庭経営学,住 居学が各1名

で,そ のうち家政学出身者は5名 です.

家庭科教育専修では,新 しい時代にふさわしい家庭

科教育の専門家を養成したいと考え,専 門教育を行っ

ています.

生活科学コースのねらいは,個 人,家 族の日常的な

生活に関わる問題の科学的な分析と解決を目指すため,

衣食住の生活環境や生活者を取り巻く社会環境を整え,

質の高い生活を創造するための総合的な能力を身につ

けることです.そ のため,食 物学,被 服学,住 居学な

どの専門科目だけでなく家政学を多面的に捉え,専 門

性を深めることができるようカリキュラムを構成しま

した(図2).ま た,単 位の取得方法によっては高等

学校と中学校の教員免許(家 庭科)や 二級建築士の受

験資格が得 られます.入 学当初から,将 来の目標を持

ってくる学生も見受けられ,可 能な限り支援しようと

教員 も努力 しています.2000年 度から,イ ンターン

シップの制度を取 り入れ,3年 次学生数名が企業等で

の体験をしてきました.こ の体験を通して職業意識を

持ち,大 学での学習意欲も増すなどの効果が得られ,

2001年 度以降も行いたいと考えています.

少子化への対応から学部改組が全国で行われ,新 潟

大学でもかなりのエネルギーと時間を費やして改組を

行いましたが4年 目となり,厳 しい就職戦線に対応す

べく新たな対策を考えなければならない状況になって

います.

図1.　新潟大学教育人間科学部のねらいと構成
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専門科目

合計

95単 位

学部共通必修科目(4単 位)　 現代社会と教育

課程共通必修科 目(8単 位)

現代の生活課題 生活科学総論 くらしと地域環境 生活システム概論

コース必修科 目(10単 位)

生活デザイン論 被服環境学 食物科学概論 住環境科学1生 活科学セミナー

卒業研究

(6単 位)

自由科 目(28単 位)

(他課程,他 学部開設

専門科目を含む)

コース選択科 目

A群(6単 位)

環境空間の倫理　食環境と経済　まちづくりと法律 生活文化論

エネルギーと環境 生活とリサイクル 環境教育概論 くらしと地理

B群(33単 位)　 家政関連開設科目:

食生活環境論 食物科学各論 栄養科学概論 栄養科学各論 調理科学実習

食物科学実験実習 被服材料物性学 被服環境学特講 繊維製品性能論

被服科学実験実習 被服設計実験実習 住環境科学II地 域住宅計画論

インテリアデザイン 住環境科学実験実習 家庭介護・看護論 保育環境論

地域・生活福祉実習 生活工学 生活情報処理 生活科学課題の分析

図2.　 生活科学コースのカリキュラム
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